













































































DCIS 中の浸潤癌の組織型は invasive carcinoma NOS が20例、mucinous 
carcinoma が2例であった。核グレードは IC/DCIS 群では NG1:13例、
NG2:4例、NG3:5例 で、IC 群では NG1:153例、NG2:15例、NG3:31例 であり、
IC/DCIS 群のほうが高い傾向が見られた。ホルモンレセプター発現様式は、
IC/DCIS 群において luminal A 以外のパターンの占める割合が IC 群に比べ
て有意に高かった。またIC/DCIS の乳管内癌成分は、浸潤癌を伴わない純粋
なDCIS に比べて異型度が高い傾向を有していた。
【結論】IC/DCIS の浸潤病変は通常の IC とは異なった組織発生を有し、また
核グレードやホルモンレセプター発現の観点からもより悪性度の高い病変であ























































C-view はDBT のslice 画像を1枚の合成画像表示する技術である。これによ
り読影時間の短縮ならびに通常のマンモグラフィと同等の被ばく線量となっ
た。今回、DBT ならびにC-view を導入したので、その有用性を報告する。











視下に fissureless technique を用いて右中下葉切除を施行した報告例は少な
い。fissureless technique を用いた右中下葉切除では尾側から頭側に向かっ
て剥離を進めるため、胸腔鏡を用いた“見上げ”の視野は開胸の視野よりも良














管支幹をテーピングし、stapler で切断した。続いて ascending A2に注意し
ながら、中葉肺動脈、下葉肺動脈を別個にstapler で切断した。最後に葉間を
stapler で作成した。術中 Sealing-test で肺瘻を認めず、術後3日目にドレー
ン抜去となった。上記手術をビデオで供覧する。
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